らに声 を、 おかけな さらない ようにね がいます」 本線 

おく ふと でんしんばしら 

の シグナルに 夜 電気 を 送る 太い 電信柱が さも もった 

いぶ つ て 申しました。 

わる 

本線の シグナル は きまり悪 そうに、 もじもじして だ 

まって しまいました。 気の 弱い シグナ レス はまる でも 

き と 

う 消えて しまう か 飛んで しまう かしたい と 思いました _ 

けれども どうに もし かたがありませんで したから、 

やっぱり じっと 立って いたのです。 

しま うす こはく いた 

雲の 縞 は 薄い 琥珀の 板の ようにう るみ、 かすかな か 

すかな 日光が 降って 来ました ので、 本線 シグナル つき 

の 電信柱 は うれしがって、 向こうの 野原 を 行く 小さな 



くらい 大事な もの は 世界中な いんです。 どうか 僕 を 愛 

してく ださい」 

だま 

シグナ レス は、 じっと 下の 方 を 見て 黙って 立って い 

ひく でんしんばしら 

ました。 本線 シグナルつ きのせいの 低い 電信柱 は、 

まだ でたらめの 歌 を やって います。 

「ゴゴ ンゴ— ゴ—、 

やまの いわやで、 

< ま 

熊が 火 をた き、 

あまりけ むくて、 

ほら を 逃げ出す。 ゴゴ ンゴ —、 



田螺 は のろのろ。 

うう、 田螺 は のろのろ。 

田螺の しゃ つぼ は、 

ラシ ャ じょうと ラ 

羅紗 の 上等、 ゴ ゴ ン ゴ —ゴ — 」 



まん せん 

本線の シグナル はせ つかち でした から、 シグナ レス 

の 返事の ない のに、 まるで あわててし まいました。 

あなた はお 返事 1 



んで すか。 ああ 僕 はもう まるで くらやみ だ。 目の前 

： まるで まつ 黒な 淵の よう だ。 ああ 雷 が 落ちて 来て、 

べんに 僕のから だ をく だけ。 足 もとから 噴火が 起 



「それ はまた どうした ことで > ざり まする。 ちょ つ と 

も う き ぞ ん 

やつ がれまで お申し 聞け にな リ とう 存じます」 

「いいよ、 お前 はだ まって おいで」 

シグナル は 高く 叫びました。 しかし シグナル も、 も 

うす やわ 

うだ まって しまいました。 雲が だんだん 薄くな つて 柔 

ひ さ まい 

ら かな 陽が 射して 参りました。 

さんみゃく よこぐも 

五日の 月が、 西の 山脈 の 上の 黒い 横雲から、 もう 一 

しず に ^~ 

べん 顔 を 出して、 山に 沈む 前の ほんのし ばらく を、 鈍 

なま リ 

い 鉛の ような 光で、 そこら を いっぱいに しました。 

かさ まくらぎ 

冬 がれの 木 や、 つみ 重ねられた 黒い 枕木 は もちろんの 



すなわち シグナ レス とても 全 くそのと おりでした。 

「ああ、 シグナルさん も あんま リだ わ、 あたしが 言え 

ないで お 返事 もで きないの を、 すぐ あんなに 怒って お 

しまいになる なんて。 あたしもう 何もかも みんなお し 

かみさま かみな リ お 

まいだ わ。 おお 神様、 シグナル さんに 雷 を 落とす 時、 

い つ しょに 私に もお 落としく ださい ませ」 

こう 言つ て、 しきりに 星空に 祈つ て いるので した。 

ところが その 声が、 かすかに シグナルの 耳に はい リま 

した。 シグナル はぎよ つと したよう に 胸 を^って、 し 

ばらく 考えて いました が、 やがて ガ タガタ ふるえだし 

ました。 



ふるえながら 言いました。 

「シ グナ レスさん。 あなた は 何 を 祈って おられます 

か」 

「あたし 存じません わ」 シグナ レス は 声 を 落として 答 

えました。 

ことば 

「シ グナ レスさん、 それ は あんまり ひどい お 言葉で 

ぼく ら い 

しょう。 僕 はもう 今す ぐで もお 雷さん に つぶされて、 

または 噴火 を 足 もとから 引っぱ リ 出して、 またはい さ 

たお こうずい 

ぎょく 風に 倒されて、 または ノアの 洪水 を ひっかぶつ 

て、 死んで しまおう と言うんで すよ。 それ だのに、 あ 

ど-つじよ ラ 

なた はちつ とも 同 晴 してく ださら な いんです か」 



こうずい 

「あら、 その 噴火 や 洪水 を。 あたしの お祈り は それよ」 

シグナ レス は 思い切つ て 言いました。 シグナル はもう 

うれしくて、 うれしくて、 なおさら ガタ ガタガ タガタ 

ふるえました。 

その 赤い 眼鏡 も ゆれた のです。 

r シグナ レスさん、 なぜ あなた は 死なな けあならない 

ぼく 

んで すか。 ね。 僕へ お話しく ださい。 ね。 僕へ お話し 

ください。 きっと、 僕 は そのいけ ないやつ を 追つ ぱ 

ら つてし まいます から、 いったい どうしたんで すね」 

「だ つ て、 あなたが あんなに お怒りな さるんで す もの」 

「ふふん。 ああ、 そのこと です か。 ふん。 いいえ。 そ 



しんぱい だいじょうぶ 

のこと ならば ご 心配ありません。 大丈夫です。 僕ち つ 

とも 怒って なんかい はしません からね。 僕、 もうあな 

たのた めなら、 眼鏡 を みんな 取られて、 腕 を みんな ひつ 

ぬま そこ こ 

ぱ なされて、 それから 沼の 底へ たたき 込まれた つて、 

あなた を うらみ はしません よ」 

「あら、 ほんとう。 うれしい わ」 

あ 、> 

「だから 僕 を 愛して ください。 さあ 僕 を 愛する つて 

言 つ てくだ さい」 

五日のお 月 さま は、 この 時 雲と 山の端との ちょうど 

まん 中に いました。 シグナル はもう まるで 顔色 を 変え 

て 灰色の 幽霊みたい になって 言いました。 



「また あなた はだ まって しまったんで すね。 やっぱり 

僕が きらいなん でしよう。 もういい や、 どうせ 僕なん 

、. ？んカ こうずい 

か 噴火 か 洪水 か 風 かに やられる にき ま つ てるんだ」 

「あら、 ちがいます わ」 

「そんなら どうです どうです、 どうです」 

「あたし、 もう 大昔から あなたの ことば かり 考えて 

いました わ」 

「本当です か、 本当です か、 本当です か」 

「ええ」 

「そんなら いいでしょう。 掛 婚の 約束 をして くださ 

い」 



「でも」 

ぼく つばめ 

「でもなん です か、 僕たち は 春に なったら 燕に たの 

けっこん しき 

んで、 みんなに も 知らせて 結婚の 式 を あげましょう。 

やくそく 

どうか 約束して ください」 

「だ つ て あたし はこん なつ まらな いんです わ」 

「わかって ますよ。 僕に は そのつ まらない ところが 

と * つと 

尊 いんです」 

ゆうき 

すると、 さあ、 シグナ レス は あらんかぎりの 勇気 を 

出して 言い出しました。 

「でも あなた は 金で できて るでしょう。 新式でしょう- 

あか あおめ がね も でんとう 

赤 青 眼鏡 を 二 組み も 持って いらっしゃる わ、 夜 も電燈 



でしよう。 あたし は 夜 だって ランプで すわ、 眼鏡 もた 

だ 一 つきり、 それに 木です わ」 

「わかって ますよ。 だから 僕 はすき なんです」 

「あら、 ほんとう。 うれしい わ。 あたしお 約束す る わ」 

「え、 ありがとう、 うれしい な あ、 僕 もお 約束し ます 

みらい つま 

よ。 あなた はきつ と、 私の 未来の 妻 だ」 

「ええ、 そうよ、 あたし 決して 変わらな いわ」 

「結婚 指環 を あげます よ、 そら、 ね、 あすこの 四つな 

らんだ 青い 星ね」 

「ええ」 

ぁノ .P 

「あのい ちばん 下の 脚 もとに 小さな 環が 見える でしよ 



見える でしよう。 そら、 ね、 あすこ は 遠いです ねえ」 

くちつ る 

「ええ」 シグナ レス は 小さな 唇 で、 いまにも その 火 

に キッスし たそうに 空 を 見 あげて いました。 

さり ち 

「あすこに は 青い 霧の 火が 燃えて いるんで しょうね。 

その 青い 霧の 火の 中へ 僕たち いっしょにす わりたい で 

すねえ」 

「ええ」 

「けれど あすこに は 汽車 はな いんです ねえ、 そんなら 

まく ま... こ jj またら 

僕 畑 をつ くろう か。 何 か 働かない といけ な いんだ か 

ら」 

「ええ」 



だぜ」 

「ええ」 

「そうか。 では アルファ—」 

「アルファ—」 

r ビ ー タ—」 「ビ— タ—」 

「ガム マ—」 「ガム マ— ァ ー」 

「デルタ—」 コア— ル— タァ— ァ ァァ」 

じつ ふしぎ 

実に 不思議です。 いっか シグナルと シグナ レスとの 

一 一人 は、 ま つ 黒な 夜の 中に 肩 をなら ベ て 立 つ てい まし 

た。 

いちめん 

「おや、 どうしたんだろう。 あた リー 面 まつ 黒び ろう 



です。 ここ は 夜の 海の 渚です よ」 

きれい なみ 

「まあ 奇麗 だ わね、 あの 波の 青び かり」 

「ええ、 あれ は 磯 波の 波が しらです、 立派です ねえ、 

行つ てみ ましょう」 

「まあ、 ほんとうにお 月 さまの あかりの ような 水よ」 

きんいろ ぎんいろ 

「ね、 水の 底に 赤い ひとでが いますよ。 銀 水〔# 「銀 水」 

は 

は ママ〕 のな まこが いますよ。 ゆっくり ゆっくり、 這つ 

てます ねえ、 それから あの ユラ ユラ 青び かりの 棘 を 動 

かしてい るの は、 雲丹です ね。 波が 寄せて 来ます。 少 

し 遠の きましょう」 

「ええ」 



さむ 

「もう、 何 べん 空が めぐった でしよう。 たいへん 寒く 

なりました。 海が なんだか I つたよう です ね。 波 はも 

う、 うた なくなりました」 

「波が やんだ せいでしょう かしら。 何 か 音が して いま 

すわ」 

「どんな 音」 

「そら、 夢の 水車の きしりの ような 音」 

は てんきゅう うんどう 

「ああそう だ。 あの 音 だ。 ピタゴ ラス 派の 天球 運動 

の諧 音です」 

「あら、 なんだか まわりが ぼんやり 青白くな つてき ま 

したわ」 
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